
生活排水処理法に関する調査（第3報）

Treatment of Domestic Waste Water（Part3）

植野　　裕　　北ノーl豊明

要　　　旨

3か所の生活難排水共同処理施設（うち、1か所ほし尿浄化槽処理水と合わせて処理する）に

っいて、24時間にわたり流入水量、流入水質及び処理水質等の測定を行い、施設の機能と生活雑

排水の特性について検討した。その結果、3施設とも計画放流水質を満足していたが、し尿浄化

槽処理水を合わせて処理する施設でほ、硝化の影響を受けやすい状況にあり、処理水のBOD値が

やや高いことが認められた。また、雑排水の流入水量及び水質には朝と夜に2つのピークがみら

れた。流入水の負荷量原単位ほ、従来の調査に比べ低い値であった□

1　はじめに

生活系排水のなかで大きな負荷量を占める雑排水ほ、

‾F‾水道事業等の整傭の立遅れにより、大部分が未処理

で放揺され、公共用水威汚濁の大きな要因となってい

る。このため、県でほ、昭和58年度に生活錐排水共同

処理施設整備費補助事業を創設し、市町村が下水道処

理区域外において生活雑排水共同処理施設を設置する

場合に∴　その経費の一部を甫助することとLた。

碍和58年度には、5か所の施設が当事業の対象とな

り設置された。そのうち、3か所の施設の槙能調査等

を、公害センタ∬において実施Lたので、ここに報告

する。

2　■調査対象施設の概要

調査対象施設の概要を蓑1に示す。A及びB施設に

っいてほ、処理人員等の規模ほ同程度で、対象汚水は

いずれも薙排水のみであり、また、処理方式ほいずれ

も土襲被覆型接触ばっ気である。A及びB施設の構造

は、それぞれ、図1及び図2に示すとおりである。C

施設は小規模なもので、天然記念物のミヤコタナゴの

保護を目的として設置された。この施設ほL尿浄化槽

処理水と薙排水を合わせて、接触ばっ気方式により処

理している。構造ほ7個の円筒形の槽を地中に埋めて、

各腰間をパイプで連鮭する形式をとっている。

蓑1　調査対象施設の概要

項目　 施設 A　 施　 設 B　 施　 設 C　 施　 設

所　 有　 地 岩見町 飯能市 所沢市

処 理 人 員 350人 360人 20八

処 理 戸 数 95戸 90戸 6 戸 ‡

対 象 汚 水 雉排水のみ 雄排水のみ
L 尿処理水

＋碓排水

計画汚水壷　　 98m ノ日 7 2m ソ日 6 m ソ日

処 理 方 式　′
土壌披鞄型

接触ばっ気

土壌被覆製

接触ばっ気
接触ばっ気

構‾　造　 等

図 1参照 囲 2 参照 有効容量（m－）

沈殿分維槽 9 1

接触はっ気漕 2，4

沈 殿 槽 0 78

接触まっ気槽 2 2

接触はっ気槽 1．0

最終沈殿槽 0 7

汚子尼貯槽 1．壬

合 計 17、3

（全体の寸法）（全体の寸法）

巾　　　 6 ．8 m 巾　　　 8 ．4 m

長 さ　 17 ．5m 長 さ　 10．8m

探 さ　 3．0 5m 探さ　　 4．2 m

表面韓 120m J 表面積　 90皿∠

寄穐　 380m l 容積　 360m l

計画流入水質
B O D 200ppm B O D 200ppm

S S 180pprn

B O D 150ppm

計画放流水質
B O D　 20ppm B O D 8ppm

S S 13ppm

B O D　 20ppm

故 事 業 貿 26000千円 27000千 円 6000千円
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生活排水処理法に関する調査（第3報〕
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図1　A施設の構造図
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各施設のフローシートを図3に示すo A及びC施設

は自然流下方式で、B施設だけが原水槽及び流量調整

槽にポソプを備えている。

3　調査方法

3・1　調査日時

調査はいずれの施設についても、第1日目に自動採

水器等を設置L、2瞞問後にそれらを回収することに

ょり、2日間にわたって行った。調査年月日を烏「Fに

示す。

A施設：昭和59年10月15日（月）から16日（火〕

B施設：昭和59年12月4日（火）から5日（水）

c施設：昭和60年1月22日（火〕から23日（水）

3・2　採水と水量、水質測定

採水は自動採水器により1時間ごとに行った0採水

N
0
0
－
u
0
0
－
－
0
0

「

「

」

一

箇所は図3のフローシート上に（▽）で示Lた8A施

設については施設流入水（A－1〕、沈殿分離槽の末

端（A－2〕及び放涜槽（A【3〕の3か所とLたロ

B施設についてほ施設流入水（B－1）、沈殿分離槽

の末端（B－2〕及び消毒槽流入前ほ－3〕の3か

所とLた。C施設については、沈殿分離槽（C－1〕

及び最終沈殿槽（C－2〕の2か所とLたロ

水量の測定ほ、A施設においては流入水を施設に導

くU字構に自動水位計を設置Lて、水位を24時間にわ

たり記録する一方、流速を昼間ほ実測L、夜間ほ水位

から推定して、（断面積×流量）を計算する方法で

行った。B施設においてほ、原水槽に水位計を設置し、

水位の変化と槽の大きさから、流入永量を求めたo C

施設においてほ、水量測定は行わなかった0

水質の測定ほ、採取した永を2～4時間単位で混合

して、コンポジットサンプルとして行った0分析方法

についてほ、JIS K OlO2に従った。

－121－



嘗
量

筆

書

泰

重

量

喜

吾

蚕

墨

書

蔓

誓

匡

吾

蔓

墓

室

墓

室

‡

音

量

皇

室

l

↑

整

音

量

三

を

春

夏

雲

量

…

章

雲

妄

ま

皇

を

…

皇

を

き

を

を

…

毒

筆

…

妻

賢

妻

…

曇

享

至

＝

邑

r

！

圭

妻

吾

妻

妄

言

F

埼玉県公害センター年報　第12号（1985〕

0021

N
m
0
0

「

1

－

．

」

④
」

の
ひ
○

平　面　図

2700　　　　　　1500　　　1500

相
田
ウ
一
犯
○
ロ
　
　
　
N
u
ロ
ロ

］
l
l
J
1
．
．
■
．
．
．
．
1
」

主

要

巨

を

皇

皇

喜

音

量

皇

室

主

星

圭

丘

皇

を

聖

主

意

㊤－㊤断面図

図2　B施設の構造図
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生活排水処理法に関する調査（第3報〕

B施設（飯能市）

囲3　フローシート及び採水箇所（▽）

4　調査結果及び考察

J卜1　塾理塵能

水質測定麿果を蓑2に示す。A施設の処理水（A－

3〕は計画放流水質を満足L、SS及びBODの除去率は

それぞれ98％及び97％と高い。また、COD、T一因及

びT－Pの除去率はそれぞれ83％、5呂％及び61％で

あった。沈殿処理後（A－2〕の除去率はSS及び

BODがそれぞれ25タ古及び27％と低く、本処理施設は生

物処理プロセスでの除去効果が大きいといえるo

B施設の処理水（B肘3）ほ計画放流水質を満足L、

BODの除去率ほ94％と高いが、SS及びCODの除去率

は84％■及び78％であった。これらの除去率ほA施設に

及ばないが、T－㍉N及びT－Pの除去率ほ70％及び

8‡％と、逆にA施設を上まわっている。沈殿処理後

（B－2）の除去率は、SS及びBODがそれぞれ57％及

び82％と、A施設に比べてかなり高い。本施設は流量

調整槽に散気装置があるため、ここで生物処理がある

程度進行するとみられる。

c施設の処理水（C－2）は計画放流水質を満足し、

沈殿分離槽（C－1〕に対するSS、BOD及びCODの除

去率はそれぞれ87％、58％及び71％であった。処理水

（C－2）のBODがやや高いが、硝化の影響とみられ

る。また、T－N及びTuPの濃度ほわずかに逆転し

ている。

窒素の形態別比率を表3に示す。A施設の流入水

（A－1）でほT－Nに占めるNO。－Nの比率ほ52％

で、Org－N及びNHr㍉Nの比率が高い。処理水（A－

3）では0工g－N及びNH4－Nほ大きく減少し、逆に

NO。－Nほ増加して比率が60％を超えており、硝化が

進行している。B施設の流入水（B－1）ではNO3－

Nの比率は9，2％でOrg－N及びNH。－Nの比率が高

い。処理水（B－3）でほOrg－N及びNH4－Nは大き

く減少し、そのためNO3－Nほ濃度としてははとんど

変わらないが、比率ほ高くなっている。C施設でほし

尿浄化槽処理水も流入するた獲㍉　沈殿分離槽（C－

1）のNH。－N及びOrg－Nは、A及びB施設の流入

水に比べ数倍に達しているが、NO3－Nの比率は‡・4％

と低い。処理水（C－2）ではNO。－Nが大きく増加

し、比率は50％を超えている。一方、NH4－N及び

Org－Nほ減少Lてはいるものの、いぜんA及びB施

設の淀入永よりも高い濃度となっている。Lたがって、

硝化によりBOD値が高くなりやすい状況にあるとい

える。

4・2　生活雑排水の特性

A及びB施設の流入水量及び流入水質の経時変化を

図4に示す。両施設ともに朝7時～10時と夜19時～

22時の時間帯に、束量及び水質のピークがみられる。

また、水量のピークほ朝の方が夜より大きく、BOD濃

度のピークはその道になっている。

A及びB施設の流入水の負荷量及び水量原単位を蓑

4に示す。これらの値ほ、水量を除いていずれも従来

の調査事例に比べて低い。また、前報で報告Lた個人

住宅の4家族平均値と比べても低い。この原因とLて

は、雑排水が施設に流入するまでの側溝及び管きょに

おける沈殿などが考えられる。

涜入水等の各水質項目間の比率を、BODを川0とL

て求めたものを表5に示す。生物処理に適した栄養源

として、一般にBOD：N：P＝100：5：1といわれ

ている。A及びB施設の流入水（A－1）及び（B－

1）でほ、し尿処理水を含むC施設に比べN及びPの

比率が小さいが、生物処理プロセスの直前（A－2）

－123－
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蓑2　泉質測定結果

水質項 目
P H

S S B O D C O D T － N T 【 P N H 4－N N O 2－ N N O 3－ N E C

項　 目 （mg／ゼ） （mg／g ） （mg／g ） （mg／g ） （mg／色） （mg／且） （mg／旦） （mg／旦） （〃S ／cm ）

A
施

設

（士国
見

町

＼J

A － 1

流 入 水

範 囲 7 ．2～7 ．5 19 ～40 3 3 ～85 25 ～44 3 ．4 ～7 ．6 0 ．58 －1 2 0 ．35 ～2 ．4 ．01～0 ．02 ．2　～0 ．34 4 2 0 ～50 0

平 均 7 、3 3 2 7 1 3 9 5 ．2 0 ．90 1 ．0 0 ．0 1 0 ．27 4 7 0

A － 2

沈 殿 後

範 囲 7 ．3～7 ．3 20 ～ 28 4 2～57 30 ～34 3 ．8 ～4　8 0　66 ～0 ．87 4 60 ～480

平 均 7 ．3 24 5 2 3 2 4 ．3 0 ．77 4 7 0

除去率 25（％ ） 27（％ ） 18（％ ） 17（％ ） 14 （％ ）

A － 3

処 理 水

範 囲 7 ．7～ 7 ．8 ～ 1 1 ．8～ 2 6 ．6～7 2　2～ 2 ．4 0 ．32 ～0 ．38 0 ．12 ～0 1 7 0 ．02 ～0 ．02 1、3～ 1 ．5 3 6 0～430

平均 7 ．8 0 ．6 1 ．9 6 ．8 2 ．2 0　35 0 ．16 0　02 1 4 4 00

除去宰 98（％ ） 97（％ ） 83（％ ） 58（％ ） 61（％ ） 84 （％ ）

B
施

三∩＿百又

（飯
能

市

、J

B － 1

流 入水

範 囲 6 ．6 ～7 ．3 2 5 ～72 5 6 ～180 3 5 ～93 3 ．5 ～9 ．2 0 ，38～ 1 ．2 L 2～3 ．6 ～0 ．15 0　34 ～0 ．73 2 7 0 ～380

平均 6　9 4 7 10 9 5 6 6 ．0 0　85 2　5 0 ．04 0 ．55 3 5 0

B 【 2

沈 殿後

範 囲 7 ，1～7 ．3 16 ～24 16 ～26 2 1 ～26 2 ．7 ～3 ．4 0 ．27 ～0 ．4 0 ．02 ～0 ．07 3 4 0 ～350

平 均 7　2 2 0 2 0 2 3 3　0 0 ．35 0 ．04 3 4 0

除去辛 57 （％ ） 8 2（％ ） 59 （％ ） 50 （％ ） 59 （％ ）

B － 3

処 理 水

範囲 7　2～7 ．4 3～2 1 4 ．9 ～7 ．1 1 1．8 ～ 13 1 6 ～2 ．0 0 13 ～0　2 0 ．16 ～0 ．22 0　01～0 、02 0 ．51～0 ．67 35 0 ～360

平 均 7 ．3 7　3 6　0 12 ．4 1 8 0 ，16 0 ．19 0 ．0 1 0 ．57 3 6 0

除去耳 84 （％ ） 94 （％ ） 78 （％ ） 70 （％ ） 8 1（％ ） 92 （％ ）

C
施

三イL丘又
／‾‾、所

沢

市

→、＿′′

C － 1

沈 殿 槽

範 囲 7 ．1～7 ．2 1 0～ 28 3 4～ 50 3 9～44 1 6～23 1 ．3 ～1 ．5 7 ～9 ．3 ＜ 0 ．0 1 0　22～0 ．29 4 80 ～495

平均 7 1 2 2 4 1 4 2 1 8 1 4 7　9 ＜0 ．0 1 0　25 4 90

C 什 2

処 理 水

範 囲 6　9 ～7 1 2 ～4 1 5 ～18 1 1 ．9～ 13 1 8～ 21 1 ．5～ 1 6 2 ．3 ～4 ．5 0 ．67 ～0　7 9
9 ．5 ～10　9 5 3 0 ～550

平均 7　0 2 ．8 1 7 ．2 王2 ＿1 2 0 1 6 3　7 0 ．73 1 0　2 5 4 0

除去辛 87 （％ ） 58 （％ ） 71（％ ） 53 （％ ）

衰3　窒素の形態別比率

窒素 の

A 施 設 （吉 見 ） B 施 設 （飯 能 ） C 施 設 （所 沢 ）

庶 人 水 （A “ 1 ） 処 理 水 （A m 3 ） 流 入水 （B － 1 ） 処 理 水 （B － 3 ）
沈殿 槽 （C － 1 ） 処 理 水 （C ∬ 2 ）

平均 水 質 比率 平 均 水 質 比率 平 均 水 質 比率 平 均 水 質 比 率
平 均 水質 比率 平 均 水 質 比率

ノ、
形 態

（mg／り （％ ） （m g／ピ） （％ ） （mg／ピ） （％ ） （mg／ゼ） （％ ） （mg／g ） （％ ） （mg／ゼ） （％ ）

N H 4－N 1 ．0 1 9 ．2 0 ．12 7 ．3 2 ，5 4 1．7 0 ．19 1 0 ．6 7 ．9 4 3 ．9 3　7 1 8 ．5

N O 2－ N 0　0 1 0 ．2 0 ．02 0 ．9 0　04 0 ．7 0 ．01 0 ，6 く0 ．0 1 0 ．0 0　73 3　7

N O 3 W N 0　27 5 ．2 1 ，4 6 3 ，6 0 ．55 9　2 0　57 3 1 7 0　2 5 1 ．4 10 ．2 5 1 0

O r g ¶N X 3 ．92 7 5　4 0 ．62 2 8 ．2 2 ．91 48 ．5 1 ．03 5 7 ．2 9 ．8 5 5 4 ．7 5 ．37 2 6　9

T　 － N 5　2 10 0　　　 2　2 10 0 6 ．0 1 00　　　 1 、8 10 0 1 8 10 0　　　 20 10 0

※Org－N＝（T，Nト（NHj－Nト（NO2－N）－（NO3－－N）
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図4　流入水量及び水質の経時変化

蓑4　生活雑排水の負荷量及び永量原単位
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項 目 B O D C O D S S T － N T － P 水 量

対 象 （gノ人・d j （g′′入　 日 ユ（g／リ＼・巳） （g／′人 ・ヒ＝
（g／人 ヒ＝ 川／人　 目ノ

A 施 設 1 2 ．1 6 ．6 5　4 0 ．8 8 0 1 5 1 7 0

B 施 設 1 4 ．0 7　2 6 ．1 0　7 7 0 ．1 1 1 3 〔〕

表5　水質項目のBODに対する比率

対象　　　　　 項 目 B O D C O D S S T －N T －P

　　 流入水（A ∬1）

▲／一一

‡0 0 55 45 7 ．3 1 ．3

A 施 設
沈殿 後（A －2） 100 62 46 8 ，3 1．5

一ニ／t
流入水（B －1） 100 51 43 5 ．5 0　78

B 施 設

C 施 設

沈殿後（B －2）

l 沈殿槽（C －1）

100

100

115

102

100

54

15

座

1 7 5

け 4

及び（B－2）において、流入水よりN及びPの比率

ほ高くなっており、栄養源として十分であると考えら

れる。

5　まとめ

3か所の生活雑排水共同処理施設の水質調査等を行

い、次の結果を得た。

（1）計画放流水質は3施設とも満足し、SS、

BOD及びCODの除去率ほおおむね良好である

が、C施設のBODについてほやや悪い。

（2）T－N及びT－Pの除去率は、A及びB施設

でほ50％を超えているが、C施設でほわずかに逆

転している。

（3）C施設では、し尿浄化槽処理水を合わせて処

理しているため、Org－N及びN汀1－Nの濃度が

高く、硝化によるBOD値の増加に注意する必要か

ぁる。雑排水のみを処理するA及びB施設では、

このようなおそれは少ない。

（4）A及びB施設の流入永量及び水質にほ、朝と

夜に2つのピークがみられ、水量のピークは朝の

方が大きく、BOD濃度のピークは夜の方が大き

い。また、流入水の負荷量原単位は従来の調査に

比べていずれも低い。

（5〕3施設の流入水等のBOD‥Ⅳ＝Pの比率は、

生物処理を行う上で栄養源とLて十分であると考

えられる。
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